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芭ヽ な ポらにして千里 (J)外を 知 る扱 熔 営物を茫む圭 l°d刀菜 大切である。

汗 固抽誌①煽合 1ユ殆んと↓ゼれが嘩―(})手段であろ う。巳木即誌につい て

屯八半 の 勁瑛 l：：痴しては同じ‘弓であ る。 一人 の入 届l穴‘ビん唸こ恥＼っゞ 1すか’̀

炭(.又寂 吾 こ恩云れているヒして屯旅行し親．奈 す 苓 幸 の出宗る範 I囲 ほ

知れた もの であ る 3 況や函料と観薮筈 を母ヒのて地薮を鹿究す る 寺 (j)出

京る範囲は一 届 恙 しく朕定されにモ 0)に逗い Gし‘3だがら能坐的な勉強

送 ＼ユ寂行の時回と労刃や釈資を凡 て梵 書 I二簗 I平す る手 にあ否のか 屯珀オl

ない。てして放行ら、ビ最屯 3E陀主な砂淫法 でtうろ 弓 J しか t私がこのぅE

艇李な旅行を し 旦荘彪率尽方祝行を哭 の 否の口、期堕を距面す る遥屁を理

娯す苔巣であリ、硲って記蔀された地諒を酪露的 に深く瑕報-~ ~争が出

京名莉い躯空 の 政であ苓 、`又もし政之て付 i)0え れ芯喪！蔀⑰邸に微力乞翌

す 喜し、 CJ)弟であ否 。

手 山 昂里 額門汚井辰部

「一夜、三氏 (J)初定待で奥椋祖ぼ 様ヒ芸 に盈 州 肉理の阜手互固む^飴

Id苔祝の音 茫 1二和つたが巴らく 口 lご手店を してし＼ I之倍等の幸とて旦ーぶり

口 の方が忙 LlA 。 吾 助 迫 と 思 っ て用 京 して下さつた沢山のビー）しモ浪立

材料の堅浬といラは手 の¢)名 身 1：：：口丙念 ぢがら透磁せ・ざ考を得／；；レ•\.-_)せ

----- 7 中 学を平業 l．た 頃の払 1：：禾・を見ぬ支荊大荏の要ヒ后｝ 庄 6)逗

が 宅．をしこJ}L'‘孔俄 7）¥

r今＼ノ＼ /Lに羞し＼た 01lj.夕方だった。 S氏に迎えら il公祈 I：：棋付け 1：：応

る っー---雌談してし＼る中に旅行殴に固穎が弱 9 C̀ S氏は 仰々 嗅ヽ等をいぢ‘

のるつも召等 lrj朝灯Lへ行って屯佃人 。］臣 frIこ ば か リ 硲 つ て 書 院 (l)即だ‘そ'o

兒蛮や況1合 の 家に洒る (J)因まぁい ) が‘、ろ 人屯 ら人 屯 つのか吋る 0]日写

え屯 0Jだぞ可。 甚だ＇且 が覇 ぃ。し六体孝校永充分(])放 蛍 在 出 さ な い の が

悪い q ―-- — 営校に一晋書くかわ円尊の予揖表 を 1 校獄い て行ってく丸L 可

ヒの二ど でそ の 範 Id囲行 ろ人の予頁表を萄煤 して 罹!ttlする。：：んなに吝

ゎ北（ぶがしらモ、てこほ究奎だ‘、殿屯立ヒなし＼。 7

捏炭迂 L千しり万里 1 g 日並の墨啓が 洵` 〈魚 ｝：： rdろ うヒ した 昭和 b耳

栄匝弓茫喜院n}労 注 tro 余名・が‘l9 氾に 分 jし て~荻 tる匪指江在迎り、互い



, 5 

項珈餅発亥雲南に四 ¥;¥、ヌ 申涅 lご忠を造 U 、91ピ沙）：：勅したワDO要に n,,ヽ・
こ(})m）時代脊畏＼二は、只、知、用の中国支配 1：：娩く沖 l

次大敗援の英・米、局の中困女配、せ北を色 目的 1：：呉似て 、 ごオしら 拍回

水中回の覚醒 t:対応して攘歩して行っビ後屯杞咲 ・らずの支配包要母 て し＼
得 ｀

た 8本の従済的思淵があった当は宿迂iしてなら店い，勿誦困次It：：屯東地に

屯 光堂 の 士はあ り、又固文雲既の営辻程 で 岩 人 (i)ヒュー・マ＝ス‘ムに燃え、

この日本の 大部 を蔓えた屯の屯 J}< rさかフたことは本番 1：：：晒らかでの王 ，

それはさておき• L 弁山万里 7 から受ける惑鈍は学柱涯が全m 国団l. る m で ~

同窓の究藍l：：迎えら北、飼査 (j)栢灘怒介 から羞 迂喉 蒋に 到る 迂根 切な

待遵玄 妥け、冴注 ば ヌよく保 .1')ヽ な淑黄ち }i、T車中仁巻、粗食 I：：： 酎 ・えて詰

"i1を適歴 Lヽ 、残＿いは華栖の送金固穎を 面 もい どかAt,＇痣邦の北預はおけ

る夕‘‘ンピシゲを級っている：：：：とて＂ある' , 

土如存理•僻す 可：： rd如注言’孔凌む だ‘けで も 、、ヌ目で 見て 歩、<rごけ i‘‘t
, . .•; f^t p ら

共に褪実 同把 苓 1：： ｛、い。瑕記）＂は達 ＇祝 玄因 琉んで1麟 ・を屎 え 、，哀 r•9 

地 に翌、 てして・ゼ0l地の表衷共 J：：如 IJ、且つ茫 t!る Iヽね‘ら 高 、くこど であ_、（：.．..fr,.7; 

ろろ。法政地理の五会創立は表くの栄甚を屯 つ が、 • そ の 登菩な！ 7 ti ・
-・ :，汰良 ，・・'.

迦涅虻紀0年 を 避 1こし、日店i這 て初く究労 ば 末 防した袈滋を毛遡し． ． 

豆 謬 寝浣 i戸含 ・らm・絞い切蝦経痰＇に 配叫tること rs/，四、くぬ記凸

て行ぞ房は．合盤成するごヒ らをあ ろろ 。尻産俣源ヒ 云・ラ文忠噂．し芭｝‘醗

分乾分的、，．誹杷的な暫さがあ・るなわ籾誦＇ぐの点 1す厳密 ℃‘王．;"'(志り、又一

・方氾会 1さ立う町いiの色在登 ん じ、杷人 の向 i・乱や會舒 ざ豆．A、＼̂ 't．うに す

召印穀沢的気分をモ反営しつ ’)突如 毘莉を 府ラなら これ 二，ゼ し＼”ーンの 時代

に於 L ＼ ＇ヤ ‘も吾々地狸 底徒 こ とって畏屯祖 打l 尽 訊列 千災 を 活 1角—d｀るニ •· ャ で
祈 i) ・＇ 、戻に それ，•在お互 に 窃力して宍 兌 し て い＜こヒロ妬し し·\洒／王 -(i↓屯訪

紀鈴である。
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